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■佐々木睦朗論
　新世代のクリエーターから頼りにされ関西の建築
界で注目されている構造家が満田衛資さん。
　超多忙の満田さんが京都へ帰る東京駅近くでのイ
ンタビュー。師匠の佐々木睦朗先生の話で盛り上が
った。当代きっての構造家を巡る逸話は，長い編集
者時代を経てきた覇志堂も深く知るところ。満田さん
は，1999年京都大学大学院工学研究科建築学専攻
を修了して佐々木睦朗構造計画研究所に入社した。
5年で卒業といわれていたが，2年間の副所長時代
を経て7年間在籍。インパクトの強い師と，後輩の間
を調整しながら設計実務。在籍中に担当した建築は
佐 木々先生の骨格を為すものばかりだ。
　『ヴィヴィッド・テクノロジー―建築を触発する構造
デザイン』（共著，学芸出版社，2007年）で満田さ
んは的確に書いている。「佐々木さんは思考のスピー
ドも速いし，過去の積み重ねからくる奥深さと，途中
でそれまでの考えを切り捨てる大胆さを持っている。
先生の斬新さを受け入れるまでには時間がかかる」。
しかし，「言葉尻だけ捉えていては矛盾，わがままと
感じていたことを当然の帰結と捉えることができるよう
になる」のだと。構造家・佐々木睦朗を側で感じて
学んできた満田さんは人も羨む師弟関係を築きました。
■独立して学位取得
　満田衛資構造計画研究所として独立したのは2006
年，学業と両立した日々 を過ごし，2014年に京都大
学大学院工学研究科建築学専攻博士後期課程を修
了。「二棟連結制振系の減衰および固有振動特性と
地震時応答特性の関係」で博士（工学）の学位を
取得。周到で計画性のある人生スケジュールを積み
上げている。中川政七商店新社屋（設計：吉村靖
孝建築設計事務所）で第22回JSCA賞新人賞，大
阪府立春日丘高等学校創立100周年記念会館（設

計：井下仁史）で第8回日本構造デザイン賞を立て
続けに受賞して，メディアに登場した建築の多いの
には驚くほど。また，京都の木造住宅（本誌2017年
11月号）では「将来的なホームエレベータ設置のた
めの躯体として，鉄骨シャフトをあらかじめ木造躯体
の内側に内挿する形で建込み，両者をオイルダンパ
ーでつなぐ連結制振構法を採用し，木造主屋に入力
される地震エネルギーの低減を試みる」。博士論文
の内容を応用した連結制振構法の実践にも取り組ん
でいる。
　木造建築は，古来から続く王道の木造と，明治以
降の安く技術的にも簡易で大量に供給されているも
のに二極化されると語る。この二極の間の領域を開
拓していかんとするものを，「新木造」と呼ぶと満田
さん。2017年に株式会社にして，益々豊かな発想で
関西建築界での基盤をつくっているのです。
■茶道は綺麗さび
　京都に住んでいると，国宝や重要文化財に触れる
機会が多いのが嬉しいと語る。路地の風情からも美
を感じられるから。生まれ育った関西で文化を感じて
いたいという思いが根幹にあったし，独立するなら京
都でと決めていた。祖先が代 遠々州好みの茶道具を
手掛けた塗師を業としていた。遠州流茶道を嗜むの
も血か。武家茶道で，茶道のわびとさびに雅さを加
えた「綺麗さび」という茶風をもつのが遠洲流。大
徳寺孤篷庵の茶室で稽古という本格派。凛とした袴
姿の満田さんの姿はさぞ引き立つことでしょう。美意
識を磨く道を趣味にしたのは，佐 木々睦朗先生の「華
道」に通じるところがあるのではと覇志堂ジュニア。
関西の建築界蘇生への強い思いを胸に，着実に我
道をゆく構造家・満田衛資さんです。
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